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第５期に取り組む９つのプロジェクト

災害過程研究部門 研究統括

鈴木 進吾

社会科学で防災・災害対応を変革
災害過程の科学的解明による持続的なレジリエンス向上方策に関する研究開発

社会科学で防災・災害対応を変革する

　災害に対してしなやかな社会を実現するためには、自然
科学・情報科学・社会科学の知見を合わせて、予測から
復旧・復興までのリスクと被害を低減する総合知を作り、そ
れをもとに社会を変革していくことが必要です。本プロジェク
トでは、人間の災害に対する行動傾向やその集合としての
社会現象の発生過程など社会科学の研究を推進し、有効
な対策・対応、人材育成、資金と情報の持続的な循環の
仕組みの開発を目指します。

社会現象としての災害過程を解明する

　個人、地域、企業や公的機関は、災害リスクや被害、そ
の影響に対してどのように反応するのでしょうか。その総体と
してどのような社会現象が発生するのでしょうか。どのような
情報が行動を変容させ、被害や影響を軽減するのでしょうか。
私たちは平時から災害発生時、避難期、復旧・復興期を経て、
また平時にもどる災害の全過程に関するモデルの構築を進め
ています。このモデルをもとに、コンピューター上で対策・対
応とその結果をシミュレーションすることを可能にし、それぞ
れの行動を最適化する技術の開発に取り組みます。

防災・災害対応のための人をつくる

　防災・災害対応で最も大切なのは、個人の能力を上げる
ことだと考えます。一人ひとりが正しい知識を持ち、必要な
備えを行い、適切な行動がとれる基本的な能力を私たちは
防災基礎力と呼んでいます。この防災基礎力を向上させる
ために、学校等での防災教育、地域での防災活動の手法、
それを担う中心的な人材の育成の仕組み、教育や活動に
使える情報ツールを開発します。同時に、防災基礎力を計
測・評価する仕組みの開発を行い、継続的なレジリエンス
向上に繋げます。

デジタルで災害対応を変革する

　少子高齢化が進む中、南海トラフ巨大地震など国難とな
る災害とその後の苦境が予想されます。これを乗り越えられ

る災害対応力を獲得するため、情報技術を用いて、特に行
政の災害対応を変革させる災害対応 DX の推進研究を実
施します。ハザードや被害状況をもとに、災害対応とその
結果をシミュレーション可能にすることで意思決定を高度化し
ます。同時に、世界標準に沿った基本的な災害対応様式を
提案することで災害対応を標準化し、経験の少ない職員や
応援職員の災害対応を円滑化します。そして、これらをクラ
ウド上に実装し、訓練と実運用を繰り返すことで、組織内外
が連携した理想的な災害対応に向けて変革していきます。

持続的にレジリエンスを向上させる

　これらを通じて、社会が自らレジリエンスの向上に向かっ
て持続的に変容し続けることを可能とするガバナンスに関す
る研究を行います。災害対策、対応能力の向上、復旧・
復興を持続可能にするためには人材、物資、資金や情報
が必要です。個人、地域コミュニティ、民間企業、行政が
レジリエンスを高める行動を起こすのに必要な人材、物資、
資金や情報が循環するための仕組みを研究します。

研究の枠組み




